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令和８年１月現在
約12,2００
フォロー中！
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２
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４
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２
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憲
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２
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第
３
２
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長

３
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宏
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隊
第
１
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長
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長
野

康
宏

第
１
３
４
地
区
警
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隊
目
達
原
派
遣
隊
長

１
等
陸
尉

古
瀬

貴
史

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
本
部
中
隊

映
像
写
真
小
隊
空
中
伝
送
班
長

２
等
陸
尉

鈴
木

槙
平

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

「
事
故
を
起
こ
さ
な
い
。
」
と
の
強
い
意
志
で
愚
直
に
航

空
安
全
を
確
保
し
、
部
隊
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
よ
う
作
戦
遂
行
能
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
犯
罪
発
生
の
未
然
防
止
に
重
点
を
置
い
て
、

警
務
官
の
姿
が
見
え
る
防
犯
活
動
等
を
積
極
的
に
行
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
御
理
解
・
御
協
力
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
即
動
態
勢
を
維
持
す
る
と
と
も
に

「
方
面
総
監
等
の
目
」
と
な
る
べ
く
任
務
を
遂
行
し
、

方
面
隊
の
任
務
達
成
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
目
達
原
駐
屯
地
の
皆
様
が
満
足
頂
け
る
通
信

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
隊
員
一
同
、
日
夜
、
通
信
機
材

の
維
持
管
理
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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令和８年１月現在
フォロワー

約40０人！

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
、
駐
屯
地
隊
員
、
隊
員
ご
家
族
並
び
に
地
域

の
皆
様
か
ら
受
け
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
、
今
一
度
原
点
に
立
ち
返
り
、
最
先
任
上
級

曹
長
と
し
て
自
覚
あ
る
行
動
に
徹
し
、
駐
屯
各
部
隊
の

最
先
任
上
級
曹
長
と
強
く
連
携
し
な
が
ら
駐
屯
地
司
令

の
補
佐
及
び
准
曹
士
隊
員
の
育
成
に
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
く
輝
か
し
い
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
つ
い
か
な
る
任
務
が
与
え
ら
れ
て
も
航
空
安
全
を
確

保
し
つ
つ
即
動
で
き
る
よ
う
隊
員
一
人
一
人
が
責
任
感
と

緊
張
感
を
持
っ
て
隊
務
を
運
営
し
て
い
く
所
存
で
す
。

引
き
続
き
、
御
支
援
・
御
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
４
飛
行
隊
に
つ
い
て
は
本
年
も
変
わ
ら
ず
、
各
種
任

務
に
即
応
し
つ
つ
、
第
４
師
団
唯
一
の
航
空
科
部
隊
と
し

て
、
更
な
る
練
度
の
向
上
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

派
遣
隊
は
、
引
き
続
き
航
空
機
の
安
全
運
航
を
支
え

る
た
め
管
制
気
象
業
務
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ず
ご
理
解
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

西
部
方
面
隊
区
唯
一
の
燃
料
支
処
と
し
て
各
種
任
務
を

完
遂
す
べ
く
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
は
、
補
給
・
整
備
・
輸
送
機

能
を
も
っ
て
方
面
直
轄
部
隊
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

不
発
弾
処
理
任
務
を
通
じ
て
民
生
の
安
定
に
寄
与
し
得

る
べ
く
、
「
立
志
鍛
錬
」
の
心
構
え
で
方
面
隊
の
継
戦

能
力
向
上
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

目
達
原
駐
屯
地
に
所
属
す
る
隊
員
及
び
御
家
族
の
皆
様
、
ま
た

日
頃
よ
り
多
大
な
御
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
協
力
団
体
・

地
域
住
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

近
年
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、
中
国
の
我
が

国
周
辺
に
お
け
る
活
動
の
活
発
化
、
北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ

ル
発
射
、
そ
し
て
、
未
だ
に
終
わ
り
の
見
え
な
い
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
情
勢
が
さ
ら
に
複

雑
化
し
緊
迫
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
一
層
厳
し
さ
の
増
す
安
全
保
障
環
境
を
踏
ま
え
、

後
方
支
援
の
中
枢
で
あ
り
、
か
つ
、
北
部
九
州
に
お
け
る
航
空
部

隊
の
中
核
で
あ
る
目
達
原
駐
屯
地
の
役
割
は
益
々
重
要
と
な
っ
て

お
り
、
駐
屯
地
の
各
隊
員
は
改
め
て
自
衛
隊
の
崇
高
な
使
命
を
自

覚
し
そ
の
責
務
を
完
遂
す
る
た
め
、
日
夜
防
衛
・
警
備
等
の
即
応

態
勢
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
任
務
遂
行
に
必
要
な
各
種
教
育
訓

練
等
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
は
、
昨
年
末
に
青
森
県
東
部
で
最
大
震

度
６
強
の
地
震
が
、
年
明
け
に
島
根
県
東
部
で
最
大
震
度
５
強
の

地
震
が
発
生
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
も

し
れ
な
い
自
然
災
害
に
対
し
我
々
自
衛
官
は
、
国
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
た
め
、
万
全
の
態
勢
を
維
持
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
「
午
」
で
す
。
午
は
も
と
も
と
作
物
が

芽
吹
き
、
命
の
力
が
最
も
盛
ん
に
な
る
時
期
を
表
す
文
字
に
由
来

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
力
強
く
駆
け
る
馬
の
姿
と

結
び
つ
き
、
前
進
や
成
長
の
象
徴
と
な
り
ま
し
た
。
目
達
原
駐
屯

地
の
各
隊
員
は
、
力
強
く
、
目
標
に
向
か
っ
て
突
き
進
み
、
日
々

の
厳
し
い
任
務
に
も
「
う
ま
」
く
い
く
よ
う
引
き
続
き
訓
練
・
業

務
等
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

本
年
が
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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競

技

会

駐
屯
地
は
、
令
和
７
年

12
月
15
日
（
月
）
、
第
42

代
西
部
方
面
総
監

鳥
海

誠
司
陸
将
に
よ
る
初
度
視

察
を
受
け
ま
し
た
。

初
度
視
察
で
は
、
儀
仗

隊
に
よ
る
儀
仗
の
後
、
記

念
撮
影
、
幹
部
挨
拶
、
状

況
報
告
、
施
設
巡
視
及
び

部
隊
長
等
と
の
懇
談
等
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
視

察
に
お
い
て
、
西
部
方
面

隊
の
後
方
支
援
と
航
空
部

隊
の
中
枢
で
あ
る
目
達
原

駐
屯
地
各
駐
屯
部
隊
の
防

衛
警
備
・
災
害
派
遣
等
の

任
務
遂
行
能
力
及
び
地
域

と
の
連
携
の
状
況
に
つ
い

て
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

儀仗を受ける総監

部隊長等との懇談

九

州

補

給

処 

施設巡視

状況報告 記念撮影

優勝した富野弾薬支処

激
走
す
る
隊
員
達

再出撃のための燃料補給（日出生台）

西
部
方
面
総
監
初
度
視
察

九
州
補
給
処
は
、
令
和
７
年
11
月
26
日
（
水
）
、
目

達
原
駐
屯
地
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
持
続
走
（
軽
武

装
）
競
技
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

米
海
兵
隊
と
の
共
同
兵
站
に
関
す
る
実
動
訓
練

西 

部 

方 

面 

後 

方 

支 

援 

隊

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
は
、
令
和
７
年
９
月
11
日
（
木
）
か
ら
９
月
25
日
（
木
）
ま

で
の
間
、
令
和
７
年
度
米
海
兵
隊
と
の
実
動
訓
練
（
レ
ゾ
リ
ュ
ー
ト
・
ド
ラ
ゴ
ン
25
）

に
参
加
し
、
米
海
兵
隊
と
の
共
同
兵
站
に
係
る
指
揮
幕
僚
活
動
及
び
実
動
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

日米共同空中投下訓練（梱包）

クロージングセレモニー 日米共同荷役訓練

共同整備

特
に
、
日
米
共
同
荷
役
訓

練
に
お
い
て
は
、
事
前
の
綿

密
な
調
整
の
下
、
港
湾
等
の

生
地
を
活
用
し
補
給
品
の
受

領
か
ら
保
管
ま
で
の
一
連
の

流
れ
を
演
練
し
て
、
そ
の
成

果
を
共
有
し
ま
し
た
。

ま
た
、
補
給
品
の
空
中
投

下
訓
練
に
お
い
て
は
、
相
互

運
用
性
向
上
を
狙
い
と
し
、

日
米
の
各
種
補
給
品
を
共
同

で
梱
包
す
る
等
、
日
米
相
互

の
連
携
の
強
化
を
図
り
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
日
米
合
同

の
各
種
行
事
等
を
通
じ
、
相

互
の
信
頼
関
係
を
よ
り
強
固

な
も
の
と
し
て
、
令
和
７
年

度
米
海
兵
隊
と
の
実
動
訓
練

に
お
け
る
任
務
を
完
遂
し
ま

し
た
。

防

衛

大

臣

感

謝

状

受

賞

佐
賀
県
防
衛
協
会
副
会
長
及
び
全

国
防
衛
協
会
常
任
理
事

大
隈
正
道

氏
は
、
令
和
７
年
10
月
11
日
（
土
）
、

市
ヶ
谷
駐
屯
地
に
お
い
て
、
中
谷
防

衛
大
臣
（
当
時
）
よ
り
感
謝
状
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

本
競
技
会
は
、
昭

和
46
年
か
ら
毎
年
実

施
さ
れ
て
い
る
九
州

補
給
処
の
伝
統
競
技

で
、
各
隊
員
は
駐
屯

地
内
の
２
㎞
コ
ー
ス

を
軽
武
装
（
鉄
帽
・

水
筒
装
着
）
の
服
装

で
５
名
１
チ
ー
ム
で

走
る
断
郊
走
の
部
と

体
育
服
装
で
個
人
ご
と
走
る
個
人
走
の
部
で
実
施
し

ま
し
た
。
各
隊
員
は
、
部
・
支
処
対
抗
の
部
で
の
優

勝
を
目
標
と
し
て
、
日
々
練
成
に
励
み
、
競
技
会
に

臨
み
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
富
野
弾
薬
支
処
が
優
勝

し
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
３
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

佐
賀
県
防
衛
協
会
事
務
局
長

山

﨑
清
二
氏
は
、
令
和
７
年
11
月
15
日

（
土
）
、
市
ヶ
谷
駐
屯
地
に
お
い
て
、

荒
井
陸
上
幕
僚
長
（
前
西
方
総
監
）

よ
り
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

中
谷
防
衛
大
臣
（当
時
）と
の
記
念

撮
影
を
す
る
大
隈
氏
（中
央
左
）

集
合
写
真

陸

上

幕

僚

長

感

謝

状

受

賞

集
合
写
真

荒
井
陸
上
幕
僚
長
か
ら
感
謝
状
を

受
賞
さ
れ
た
山
﨑
氏
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第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
は
、
令
和
７
年
11
月

22
日
（
土
）
か
ら
11
月
26
日
（
水
）
ま
で
の
間
、

令
和
７
年
度
方
面
直
轄
部
隊
訓
練
検
閲
を
受
閲
し

ま
し
た
。

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
の
中
隊
本
部
及
び
通

信
隊
は
、
指
揮
所
の
開
設
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
、

外
壁
の
防
護
及
び
出
動
準
備
点
検
等
を
実
施
し
ま

し
た
。
統
裁
官
要
望
事
項
を
具
現
化
す
べ
く
、
中

隊
長
要
望
事
項
「
信
頼
に
応
え
よ
」
を
胸
に
、
全

隊
員
が
積
極
果
敢
に
任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

第

２

次

派

遣

隊

訓

練

実

施敵の拘束・連行要領の訓練

第

４

師

団

長

初

度

視

察

第
４
飛
行
隊
は
、

令
和
７
年
10
月
６
日

（
月
）
、
第
46
代
４

師
団
長

前
島
政
樹

陸
将
に
よ
る
初
度
視

察
を
受
け
ま
し
た
。

幹
部
挨
拶
、
状
況
報

告
及
び
施
設
装
備
品

等
の
説
明
を
実
施
し
、

防
衛
警
備
、
災
害
派

遣
等
の
部
隊
の
任
務

遂
行
能
力
に
つ
い
て

現
状
等
を
確
認
し
て

頂
き
ま
し
た
。
北
部

九
州
４
県
を
担
任
す

る
師
団
飛
行
隊
と
し

て
、
師
団
長
統
率
方

針
で
あ
る
「
使
命
の

完
遂
」
の
た
め
日
々

訓
練
に
邁
進
す
る
所

存
で
す
。

西
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊
は
、
令
和
７

年
11
月
27
日
（
木
）
か
ら
同
月
28
日
（
金
）
に
か
け

て
、
第
２
次
派
遣
隊
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
化
学
兵
器
等
に
関
す
る
教
育
及
び

防
護
の
た
め
の
装
備
品
の
着
脱
要
領
に
つ
い
て
実
習

を
行
い
知
識
と
練
度
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
拘

束
・
連
行
要
領
に
つ
い
て
演
練
し
、
対
人
で
の
戦
闘

時
に
お
け
る
対
処
能
力
を
向
上
し
ま
し
た
。

第
１
派
遣
隊
は
引
き
続
き
一
丸
と
な
り
、
あ
ら
ゆ

る
状
況
に
対
応
し
、
任
務
を
完
遂
で
き
る
よ
う
隊
員

個
々
の
能
力
向
上
に
邁
進
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
方
面
直
轄
部
隊

訓
練
検
閲
受
閲

日米共同輸送におけるＢＦの様子

西

部

方

面

管

制

気

象

隊

第

１

派

遣

隊 

第

３

２

１

基

地

通

信

中

隊

第

４

飛

行

隊

化学装備品の脱着訓練

西

部

方

面

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
は
、

令
和
７
年
12
月
４
日
（
木
）
か
ら
12

月
８
日
（
月
）
ま
で
の
５
日
間
に
わ

た
り
、
目
達
原
駐
屯
地
に
お
い
て
、

予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

本
訓
練
で
は
、
精
神
教
育
、
武
器

訓
練
及
び
体
育
訓
練
を
優
先
課
目
と

し
て
実
施
し
、
予
備
自
衛
官
と
し
て

必
要
な
資
質
の
涵
養
、
知
識
及
び
技

能
の
維
持
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
野
外
勤
務
や
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
を
使
っ
た
患
者
後
送
訓
練
な
ど
、

任
務
を
想
定
し
た
実
践
的
訓
練
も
実

施
し
、
訓
練
効
果
の
向
上
を
目
指
し

ま
し
た
。

本
訓
練
に
参
加
し
た
予
備
自
衛
官

か
ら
は
、
「
実
機
訓
練
は
貴
重
な
体

験
で
あ
り
出
頭
意
欲
の
増
大
に
つ
な

が
っ
た
」
「
訓
練
内
容
が
段
階
的
に

練
度
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
設
定
に

な
っ
て
お
り
感
動
し
た
」
と
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

予

備

自

衛

官

招

集

訓

練

師団長との記念撮影

射撃予習

野外勤務

精神教育

患者後送訓練

西

部

方

面

シ

ス

テ

ム

通

信

群

本

部

中

隊

 

映

像

写

真

小

隊

空

中

伝

送

班

空
中
伝
送
班
は
、
令
和
７
年
11
月
19
日
（
水
）

か
ら
11
月
21
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
大
分
県
佐
賀

関
で
発
生
し
た
火
災
に
伴
う
被
害
情
報
収
集
の
た

め
、
西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
第
２
飛
行
隊
と

協
同
で
撮
影
任
務
に
従
事
し
ま
し
た
。
映
像
配
信

の
命
令
下
達
後
直
ち
に
大
分
県
佐
賀
関
地
区
上
空

へ
推
進
し
、
被
害
状
況
を
方
面
総
監
部
及
び
関
係

各
所
に
配
信
し
ま
し
た
。

大

分

県

佐

賀

関

火

災

に

伴

う

映

像

配

信

！機内風景
師団長出迎え

装備品説明訓練視察

目
達
原
シ
ッ
タ
ー
体
験
保
育

駐
屯
地
は
、
令
和
７
年
10
月
４
日
（
土
）
及
び
10

月
５
日
（
日
）
に
シ
ッ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
体
験
保
育
を

実
施
し
ま
し
た
。

目
達
原
シ
ッ
タ
ー
体
験
保
育
と
は
、
隊
員
の
仕
事

と
育
児
の
両
立
支
援
策
と
し
て
、
駐
屯
地
内
で
臨
時

に
子
供
を
預
か
る
サ
ー
ビ
ス
を
令
和
８
年
度
の
本
格

運
用
に
向
け
て
事
前
に
体
験
し
て
も
ら
う
も
の
で
、

シ
ッ
タ
ー
体
験
保
育
に
参
加
し
た
隊
員
は
、
「
事
前

の
打
ち
合
わ
せ
が
丁
寧
で
、
子
供
も
す
ぐ
に
懐
い
て
、

大
変
良
い
体
験
保
育
で
し
た
。
今
後
こ
の
サ
ー
ビ
ス

に
登
録
し
利
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と

述
べ
て
い
ま
し
た
。

子
供
の
出
迎
え

お
世
話
中
の
様
子

第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
は
、
令
和
７
年
10
月
19

日
（
日
）
か
ら
11
月
１
日
（
土
）
ま
で
の
間
、
07
Ｊ
Ｘ

（
自
衛
隊
統
合
演
習
）
に
参
加
し
て
統
合
運
用
能
力
の

強
化
・
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

第

１

戦

闘

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

自

衛

隊

統

合

演

習Ｈ３ロケットの打ち上げに遭遇するＡＨ－６４Ｄ

。
第
２
飛
行
隊
の

Ａ
Ｈ
ー
64
Ｄ
は
、

10
月
26
日
（
日
）

種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
近
海
を
飛
行

中
に
運
良
く
「
Ｈ

３
ロ
ケ
ッ
ト
」
の

打
ち
上
げ
に
遭
遇

し
ま
し
た
。

本
画
像
を
撮
影

し
た
山
本
２
尉
は
、

「
ロ
ケ
ッ
ト
の
打

ち
上
げ
と
い
う
奇

跡
的
な
場
面
に
立

ち
会
う
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。
」
と

述
べ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
、

即
動
態
勢
を

保
持
し
映
像

配
信
の
ニ
ー

ズ
が
発
生
し

た
際
に
は
速

や
か
に
推
進

し
、
撮
影
及

び
配
信
を
し

て
西
部
方
面

隊
等
の
任
務

達
成
に
寄
与

し
て
参
り
ま

す
。

配
信
映
像

出
動
準
備
点
検

Ｇ
Ｅ
Ｅ
ー
３
０
０
の
開
設



第９８号めたばる〔４〕

二 十 歳 の 抱 負
西
部
方
面
後
方
支
援
隊
第
１
０
６
全
般
支
援
大
隊

井
出

颯
斗

「
過
程
」
過
程
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
本
部
付
隊

江
藤

和
弥

「
挑
戦
」
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
で
す
。

今
ま
で
は
失
敗
を
恐
れ
て
行
動
で
き
な
い
事
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
ど
ん
な
事
に
も
積
極

的
に
挑
戦
し
、
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
第
２
飛
行
隊

進
藤

陽
人

「
愚
直
」
自
分
は
不
器
用
な
の
で
、
ひ
た
む
き
に

努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
第
１
飛
行
隊

柿
澤

敦
哉

「
責
任
」
よ
り
一
層
部
隊
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
第
１
飛
行
隊

近
藤

智
哉

「
前
進
」
何
事
に
も
全
力
で
挑
戦
し
、
日
々
成
長
し
続
け
ま
す
。

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
第
２
飛
行
隊

浦
濱

希
竜

「
誠
実
」
嘘
偽
り
な
く
、
真
心
を
持
っ
て
真
面
目
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

第
４
飛
行
隊

前
田

一
誓

「
感
謝
」
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
何
事
に
も
積
極
的

に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊

畑
江

幸
祐

「
覚
悟
」
物
心
両
面
の
準
備
を
忘
れ
ず
、
日
々
精
進
し
て
参
り

ま
す
。

二

十

歳

の

記

念

行

事

駐
屯
地
は
、
令
和
８
年
１
月
15
日

（
木
）
、
令
和
８
年
駐
屯
地
二
十
歳
の

記
念
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
の
二
十
歳
隊
員
は
11
名
で
、
多

く
の
二
十
歳
隊
員
の
御
家
族
、
来
賓
者

及
び
陪
列
者
と
駐
屯
地
の
隊
員
の
参
加

を
得
て
盛
大
に
行
事
を
挙
行
し
ま
し
た
。

吉
野
ケ
里
町
出
身
の
第
４
飛
行
隊
前

田
士
長
は
報
道
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

「
様
々
な
方
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い
隊

員
に
な
り
た
い
。
日
々
の
訓
練
で
も
有

事
の
と
き
の
行
動
を
考
え
て
、
常
に
実

践
的
な
訓
練
を
積
み
た
い
。
」
と
答
え

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
二
十
歳
隊
員
達
は
、
「
過

程
」
「
挑
戦
」
「
感
謝
」
な
ど
、
一
人

一
人
が
抱
負
を
大
き
な
声
で
堂
々
と
発

表
し
ま
し
た
。
行
事
終
了
後
は
、
家
族

と
記
念
撮
影
を
実
施
し
、
二
十
歳
隊
員

に
は
思
い
出
深
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

記念撮影

格納庫の説明

家族との記念撮影

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
第
１
飛
行
隊

安
田

航
大

「
根
性
」
自
分
に
甘
え
ず
今
日
よ
り
明
日
、
明
日
よ
り
明
後

日
の
自
分
を
超
え
て
い
き
ま
す
。

二十歳の隊員達

▽
12
月

１
日

西
後
支

曹
長

佐
藤

隆

８
日

九

処

准
尉

澁
谷

浩
一

12
日

戦
ヘ
リ

曹
長

緒
方

雄
一
郎

24
日

九

処

２
尉

黒
木

聖

▽
１
月

２
日

九

処

１
曹

中
島

光
芳

３
日

九

処

准
尉

山
口

賢
二

９
日

九

処

１
曹

瀧
口

久
仁
彦

12
日

西
ヘ
リ

１
曹

兒
玉

由
美

13
日

西
後
支

曹
長

橋
本

富
弘

17
日

九

処

１
尉

水
本

利
孝

▽
２
月

９
日

九

処

曹
長

渕
上

絵
里
香

12
日

九

処

１
曹

吉
川

雅
司

21
日

九

処

１
曹

西
木

智

▽
３
月

５
日

九

処

３
佐

大
浦

真
査
登

21
日

九

処

曹
長

森
園

哲
照

定
年
退
官
者
及
び
予
定
者

庁舎内にある
営内居室の見学

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
第
１
０
６
全
般
支
援
大
隊

今
﨑

大
志

「
成
長
」
成
長
し
続
け
ら
れ
る
１
年
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

西
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊

福
田

暖
己

「
柱
」
周
囲
の
方
々
に
感
謝
し
な
が
ら
日
々
成
長
し
て
い
け
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

インタビューを受ける前田士長

抱負を掲げる二十歳隊員達

モ
ニ
タ
ー
研
修

「
佐
賀
駐
屯
地
研
修
」

駐
屯
地
は
、
令
和
７
年
11
月
24
日

（
月
）
、
防
衛
モ
ニ
タ
ー
及
び
駐
屯

地
モ
ニ
タ
ー
に
対
し
、
令
和
７
年
７

月
に
開
設
し
た
佐
賀
駐
屯
地
の
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

本
研
修
で
は
、
輸
送
航
空
隊
の
支

援
を
受
け
、
佐
賀
駐
屯
地
の
庁
舎
及

び
格
納
庫
の
見
学
や
オ
ス
プ
レ
イ
の

展
示
等
を
実
施
し
、
モ
ニ
タ
ー
に
対

す
る
自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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